
 

 

 

 

 

 

 

■まずは調べたいテーマについて、おおまかな「下調べ」をしてみましょう。そのテーマに関

することがらや言葉の意味について、百科事典や国語辞典、新語辞典などで調べます。 

 →「「参考図書」を使いこなそう！」を見てみよう！ 

 

 

■まずは犬に関する事典や図鑑を調べてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

■人を助ける犬にはどんな種類があるのか、分かりやすく紹介した資料を見てみましょう。 

資料情報 請求記号 対象 

はたらく犬 全4巻（学研） 645ハタ こども 

動物と福祉（明石書店） 369.2タカ 一般 

働く犬たち（中央公論新社） 645.6ワイ 一般 

 

 

 

■次に、調べる時の手がかりとなる言葉（キーワード）を考えます。参考図書などから見つか

った言葉や問題点、課題なども考えながら、思いつくキーワードをあげていきましょう。「人

を助ける犬」がテーマの場合、例えば･･･ 

介助犬、盲導犬、聴導犬、補助犬、セラピードッグ、 

アシスタンスドッグ（アシスタントドッグ）、アイメイト 

→福祉（犬） 

訓練士、歩行指導員、パピーウォーカー、リタイヤホーム 

→福祉（人） 

身体障害者補助犬法、障害者基本法、社会福祉法 

→法律、法令 

           ･･･などがあります。 

資料情報 請求記号 対象 

犬の大研究（ＰＨＰ研究所） 645ウツ こども 

新犬種大図鑑（ペットライフ社） 645.6フオ 一般 

新！世界の犬種図鑑（誠文堂新光社） 645.6クレ 一般 

ＬＬｅｅｔｔ’’ｓｓ  ぱぱすすふふぁぁいいんんだだーー！！「「福福祉祉ににつついいててのの情情報報のの探探しし方方」」  

「「人人をを助助けけるる犬犬」」  スステテッッププ１１（（図図書書編編））  

ことばやことがらの意味を調べるには 

専門分野の辞典を使って調べる 

「キーワード」を探そう！ 

入門書を使って調べる 

ポイント 

災害救助犬、警察犬、

麻薬探知犬、地雷探知

犬、牧羊犬、猟犬、タレ

ント犬など、福祉以外で

も犬は頑張ってはたら

いています。 



 

 

■キーワードが見つかったら、図書館にある本などを調べていきましょう。 

コンピュータを使って本を探したり、本だなに並んでいる資料を直接見たりしてみましょう。 

  →「図書館で本を探そう！」を見てみよう！ 

 

 

■人を助ける犬に関する本は、次のような分類に入っています。本だなへ行って見てみましょ

う。 

分類番号 分野 

369 社会福祉 

489 哺乳類 

645 家畜 

916 記録・手記 

ルポルタージュ 

 

 

 

 

■ここまでで分かった情報をもとに、それぞれのテーマについて本を見ていきましょう。 

内容 資料情報 請求記号 対象 

介助犬 介助犬シンシアの物語（大和書房） 369テラ こども 

介助犬 犬にはわかる介助犬トレーニング（誠文堂新光社） 369.2ヤザ 一般 

盲導犬 Ｑ＆Ａ盲導犬（明石書店） 369.2マツ 一般 

聴導犬 聴導犬 社会でかつやくするイヌたち（鈴木出版） 369チヨ こども 

セラピードッグ 犬たちからの贈りもの（本の泉社） K64イヌ 一般 

関わる人 赤ちゃん盲導犬コメット（ハート出版） 369イグ こども 

関わる人 お帰り！盲導犬オリバー（ハート出版） 369イマ こども 

法律 身体障害者補助犬法を知っていますか（大月書店） 369.2アリ 一般 

 

 

 

 

 

 

★ステップ２（新聞・雑誌・インターネット情報源）に続く･･･ 

（2008年６月 山梨県立図書館作成） 

人を助ける犬に関する情報を集めよう！ 

人を助ける犬に関連する本を探そう！ 

人を助ける犬に関する資料は･･･ 

ポイント 

ここにあげた分類は、ほんの一例で

す。実際に本を探してみると、このほかの

分類にも本があることが分かります。 

見つからない時などは、図書館員

（司書
し し ょ

）に聞いてみましょう！ 

各分野の本を調べよう 

ポイント：本の中で紹介されている本を活用しよう！ 

もっとくわしく知りたいときは、本の中で紹介されている本など

を調べていきましょう。調べものが広がっていきますよ。 


